海外臨床実習報告 by 井上 哲
初めに
私は本年度の選択制臨床実習にて、海外実習を選択し、マ























































































実習のない土曜日に山城先生の紹介で現地の Private Hospital で診療に当たっておられる江頭先生とお会
いして，お話をする機会を頂けました。国内での診療経験も豊富な先生とお話しすることで，日本との違い
について，かなりいろいろ伺うことが出来ました。UiTM の実習後に，タイのバンコクで規模の大きな私立
病院を見学させて頂きました。こちらも，患者さんに遠方からでも是非来たくなるような病院作りをしてい
るのがよく感じられました。
現地の医学生たち
学生は皆，本当に優しく接してくれました。みんなの日常
会話はマレー語でされていますが，私たちに話題を振るため
に英語で話してくれたりとか，ショッピングセンターや市場
に積極的に誘ってくれたりとか，寮の部屋に招いてもらって
鍋会もやってもらったりといろいろお世話になりました。最
終日には，彼らの学年打ち上げと兼ねて，私たちの送別会も
開いてくれました。
本当に彼らには助けられたし，楽しい思い出も沢山作って
もらいました。
・イスラムとの出会い
彼らはほとんどが私たち日本人にはあまりなじみのない，
イスラム教徒（ムスリム）であり，彼らも日本ではあまりメ
ジャーではないことを知っていたので，色々とイスラム教に
ついて教えてくれました。
・観光（休日の過ごし方）
休日は，ほとんど観光していたのですが，具体的には，現
地の学生達に案内してもらって，マレーシアで有名なモスク
を見学しにいったり，ショッピングモールまで買い物に行っ
たり，映画を見に行ったり。あとは，我々日本人だけでマ
ラッカにも旅行に行ってきました。
また，５月というのは現地では結婚式のシーズンだそう
で，滞在中に同級生のお兄さんの結婚式に参加させて頂くこ
とも出来ました！そして，別の同級生の婚約式！にも参加させて頂くことができました。
持って行ったもの
iPad（教科書類はこの中に），電子辞書，お土産，猛暑に耐えられる格好，プレ内の勉強道具，度胸
まとめ
１か月の実習は振り返ってみると本当に短かったなと感じます。現地で過ごしている間に目的としていた
英語の勉強は多分出来ましたし，現地の友人も沢山作ること
ができました。戻ってきてからも Facebook などでやりとり
をしています。卒業までにもう一度会おうという計画もあり
ます。このようなすてきな経験を作る機会を下さった山城先
生，Prof. Nasimul，その他関わって下さった大勢の皆様に
は心より感謝しています。本当にありがとうございました。
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